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問 題
近年、家庭の教育力の低下が指摘され、2002年の国
立教育政策所・家庭教育研究会の「家庭の教育力再生
に関する調査研究」においても、「最近、家庭の教育力
が低下しているのではないか」という問い対して、
60％以上の親がそう思うと回答している。また、同調
査の「自分の子育てについてわからないことがたくさ
んあったか」という問いに対しても25歳～34歳の親の
63％がそう思うと回答している。この調査が示すよう
に、家庭の教育力の低下とどのように子育てをしたら
良いのか悩んでいる親が多いであろうことが推察でき
る。このような社会的現状を反映するように、2008年
に告示された保育所保育指針では、新たに「保護者に
対する支援」の章が設けられ、また、同年に告示され
た幼稚園教育要領においても、保護者との連携の重要
性と必要性が述べられるなど、保育所や幼稚園の役割
として家庭の子育て支援が強調されてきている。
それでは、どのような子育て支援が必要なのであろ
うか。子育て支援のあり方を考えるためには、親側が
子育てに関して、どのようなことで悩んだり、家庭教
育についてどのように考えているのかを把握すること
が必要である。これまで、子育てや家庭教育に関する
親の意識調査は、Benesse教育研究会開発センターが
定期的に行っている（2006、2008、2009）他、数多く
の調査がなされている（原田 2006、松永・牧野 2009
など）。これまでの調査では、乳幼児をもつ親の現在の
子育てに関する意識調査が中心となっており、小・中
学生の保護者の子育てに関する意識調査は少なく、さ
らに、子どもの発達的変化を視野に入れた子育ての意
識調査はほとんどない。しかし、親側の心配は、現時
点での子どもの心配だけでなく、将来の心配などもあ
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るのではないだろうか。とくに、子育て支援に関して
は、乳幼児を持つ親への支援が中心で、子どもが大き
くなるにつれ、支援の対象から外れていく。しかし、
その一方で、不登校やいじめなど、子どもの成長とと
もに様々な問題発生の可能性があり、親にとってもそ
れへの対応が課題となる。このような点を考えると、
乳幼児期という現時点だけでなく、小学校や中学校、
さらにはそれ以降の親の子どもの成長に対する不安を
も考慮に入れた子育て支援を考える必要があろう。ま
た、同時に、小・中学生を持つ親への支援も考える必
要があるのではないだろうか。このように将来の子育
てへの不安をも解消するような子育て支援を考えた場
合、これまでの乳幼児期という現時点での子育てに関
する意識調査では不十分であり、子どもの将来を視野
に入れた子育ての意識調査が必要となる。
そこで、本調査では、幼児・小学生・中学生を持つ
保護者に対して、現時点での子育てに関する心配事や
家庭教育に関する意識だけでなく、子どもの成長に伴
うそれらの変化をも明らかにしたい。
具体的には、以下の点を明らかにする。
①子育てに関して気がかりなことが、子どもの成長
に伴って変化するか否か。変化するとすれば、ど
のような変化があるか。
②子育てに関して気がかりなことが、幼児・小学生・
中学生の保護者間で違いがあるか。あるとすれば、
どのような違いがあるか。
③家庭教育に関する意識が幼児・小学生・中学生の
保護者間で違いがあるか。あるとすれば、どのよ
うな違いがあるか。
方 法
対象者：保育所及び幼稚園の年長児の保護者659名、小
学２年生の保護者337名、小学５年生の保護者361名、
中学２年生の保護者438名。
手 続：無記名による質問紙法で、質問紙は保育所、
幼稚園、小学校、中学校を通して保護者に配布、回収
してもらった。
調査項目：質問紙は以下の項目からなる。
①対象者（記入者）の属性（年齢、続柄、就業状況、
家族形態など）
②子どもや子育てについて気がかりなことについて
表１－①から表１－⑧の項目について、現在、将来
（子どもが小学になった時（幼児の保護者のみ）、中学
生になった時（幼児及び小学生の保護者のみ）、高校生
以上になった時（全ての保護者に対して）において、
各項目ごとに、「とても気がかり」「少し気がかり」「あ
まり気がかりでない」「全く気がかりでない」の４件法
で評定を求めた。なお、質問項目はBenesse（2008）を
参考に作成した。
③家庭教育について
表２－①から表２－⑩の項目について、どの程度大
切だと思うか（重要度）、どの程度大切さを伝えている
か（実行度）、子どもがどの程度身につけていると思う
か（達成度）について、各４件法で評定してもらった。
結 果
１．子どもや子育てについて気がかりなこと
各項目の回答の割合は表１－①から表１－⑧の通り
である。また、「とても気がかり」を４点、「少し気が
かり」を３点、「あまり気がかりでない」を２点、「全
く気がかりでない」を１点として、各項目の保護者の
回答を得点化し、気がかり得点とした。各項目の平均
得点は、表１－①から表１－⑧の通りである。気がか
り得点の平均値をもとにｔ検定（同一対象者内では、
対応のあるｔ検定）を行った。以下、ｔ検定の結果を
もとに、各項目ごとに結果を見ていく。
⑴ 子どもの成長に伴う気がかりな事柄の変化
①子どもの性格について
幼児の保護者では、現在よりも、子どもが小・中・
高校生以上になった時の気がかり得点が有意に高い。
また、高校生以上よりも中学生時点で有意に高い。小
学２年生及び５年生の保護者においても、現時点より
も、中学生や高校生以上の時点の方が、気がかり得点
が有意に高い。また、中学生の保護者においても、現
在より高校生以上時点において気がかり得点が有意に
高い。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の気
がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を比
較すると、幼児の保護者、小学２年生の保護者、小学
５年生の保護者の順に有意に気がかり得点が高い。子
どもが中学生になった時の気がかり得点と現在中学生
の保護者の気がかり得点を比較すると、幼児や小学生
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の保護者の気がかり得点の方が、現在中学生の保護者
の得点よりも有意に高い。子どもが高校生以上になっ
た時については、幼児と小学２年生の保護者の気がか
り得点が、中学生の保護者の得点よりも有意に高い。
②子どもの友だちとのかかわりについて
幼児の保護者の気がかり得点は、現時点よりも小学
生時点及び高校生以上時点の方が、さらに、それらよ
りも中学生時点の方が、有意に高い。小学生の保護者
は、現時点よりも中学生及び高校生以上の時点の方が
有意に高い。中学生の保護者においては、現時点より
も高校生以上においての方が有意に高い。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の
気がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を
比較すると、幼児の保護者、小学２年生の保護者、小
学５年生の保護者の順に有意に気がかり得点が高い。
子どもが中学生になった時の気がかり得点と現在中学
生の保護者の気がかり得点を比較すると、幼児の保護
者、小学２年生の保護者、小学５年生の保護者、中学
生の保護者の順に有意に気がかり得点が高い。子ども
が高校生以上になった時については、幼児と小学２年
生の保護者の気がかり得点が、小学５年生と中学生の
保護者の得点よりも有意に高い。
③学校への不適応について
幼児の保護者においては、現在、小学生、高校生以
上、中学生の順に気がかり得点が有意に高い。小学生
の保護者では、現時点よりも中学生及び高校生以上の
時点の方が有意に高い。中学生の親においては、現時
点よりも高校生以上においての方が有意に高い。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の気
がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を比
較すると、幼児の保護者、小学２年生の保護者、小学
５年生の保護者の順に有意に気がかり得点が高い。子
どもが中学生になった時の気がかり得点と現在中学生
の保護者の気がかり得点を比較すると、幼児の保護者、
小学２年生の保護者、小学５年生の保護者、中学生の
保護者の順に有意に気がかり得点が高い。子どもが高
校生以上になった時については、幼児と小学２年生の
保護者の気がかり得点が、小学５年生と中学生の保護
者の得点よりも有意に高い。
④子どもの学業成績について
幼児の保護者においては、現在、小学生、高校生以
上、中学生の順に気がかり得点が有意に高い。小学生
の保護者は、現時点よりも中学生及び高校生以上の時
点の方が有意に高い。中学生の保護者においては、現
在も高校生以上も気がかり得点に有意な差はない。
学業成績については、子どもが小学生になった時の
現在幼児の保護者の気がかり得点と現在小学生の保護
者の気がかり得点に有意な差は認められない。子ども
が中学生及び高校生以上になった時に関しては、幼児
の保護者よりも小学生と中学生の保護者の方が気がか
り得点が有意に高い。
⑤子どもと先生との関係について
幼児の保護者においては、現在、小学生及び高校生
以上、中学生の順に気がかり得点が有意に高い。小学
生の保護者は、現時点よりも中学生及び高校生以上の
時点の方が有意に高い。中学生の親においては、現時
点よりも高校生以上においての方が有意に高い。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の気
がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を比
較すると、幼児の保護者、小学２年生の保護者、小学
５年生の保護者の順に有意に気がかり得点が高い。子
どもが中学生になった時の気がかり得点と現在中学生
の保護者の気がかり得点を比較すると、幼児の保護者
の方が小学生や中学生の保護者よりも気がかり得点が
有意に高い。子どもが高校生以上になった時について
は、幼児の保護者の方が中学生の保護者の気がかり得
点よりも有意に高い。
⑥子どもの生活習慣や生活態度について
幼児の保護者においては、現在、小学生、中学生及
び高校生以上の順に気がかり得点が有意に高い。小学
生の保護者は、現時点よりも中学生及び高校生以上の
時点の方が有意に高い。中学生の親においては、現時
点よりも高校生以上においての方が有意に高い。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の気
がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を比
較すると、幼児の保護者の方が小学５年生の保護者よ
りも気がかり得点が有意に高い。子どもが中学生時点
や高校生以上の時点の保護者間の気がかり得点に有意
な差はない。
⑦子どものほめ方・しかり方について
幼児の保護者においては、現在、小学生、高校生以
上、中学生の順に気がかり得点が有意に高い。小学生
の保護者は、現時点よりも中学生及び高校生以上の時
点の方が有意に高い。中学生の保護者においては、現
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表１―① 子どもの性格について
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 9.0 46.0 38.1 6.8 2.57 0.75
幼 児 小 学 生 19.7 53.5 24.2 2.6 2.90 0.73中 学 生 24.0 50.3 22.6 3.1 2.95 0.77
高 校 生 以 上 23.9 46.4 26.5 3.3 2.91 0.79
小 学 生（現在) 7.8 51.6 36.4 4.2 2.63 0.69
小学２年生 中 学 生 21.6 53.7 22.3 2.4 2.94 0.73
高 校 生 以 上 22.1 50.6 24.5 2.8 2.92 0.76
小 学 生（現在) 8.6 44.4 34.2 12.8 2.48 0.83
小学５年生 中 学 生 18.2 54.0 22.2 5.7 2.85 0.78
高 校 生 以 上 19.9 52.7 21.4 6.0 2.87 0.80
中学２年生 中 学 生（現在) 10.8 47.5 35.8 6.0 2.63 0.76高 校 生 以 上 14.2 51.4 29.9 4.5 2.75 0.75
表１―② 子どもの友だちとのかかわりについて
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 9.4 34.9 42.2 0.2 2.42 0.86
幼 児 小 学 生 20.2 51.5 25.7 2.6 2.89 0.74中 学 生 27.4 48.8 21.0 2.8 3.01 0.77
高 校 生 以 上 22.6 49.1 24.8 3.6 2.91 0.78
小 学 生（現在) 9.8 41.8 41.2 7.1 2.53 0.77
小学２年生 中 学 生 21.4 54.7 21.7 2.1 2.95 0.72
高 校 生 以 上 19.9 55.0 22.9 2.1 2.93 0.71
小 学 生（現在) 8.3 34.4 43.6 13.6 2.38 0.83
小学５年生 中 学 生 17.8 45.0 30.7 6.6 2.74 0.83
高 校 生 以 上 17.8 44.4 31.5 6.3 2.74 0.82
中学２年生 中 学 生（現在) 8.8 39.9 42.6 8.8 2.48 0.77高 校 生 以 上 12.1 49.5 32.6 5.7 2.68 0.76
表１―③ 学校への不適応をおこすかもしれないことについて
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 5.9 15.1 42.1 36.9 1.90 0.87
幼 児 小 学 生 10.3 33.7 42.4 13.6 2.41 0.85中 学 生 14.4 37.6 37.6 10.5 2.56 0.86
高 校 生 以 上 13.3 36.0 39.7 11.0 2.51 0.86
小 学 生（現在) 4.5 20.4 50.0 25.1 2.04 0.80
小学２年生 中 学 生 10.1 32.4 45.6 11.9 2.41 0.83
高 校 生 以 上 10.4 31.4 46.3 11.9 2.40 0.83
小 学 生（現在) 4.2 17.0 39.3 39.6 1.86 0.85
小学５年生 中 学 生 7.4 30.2 39.0 23.4 2.21 0.89
高 校 生 以 上 7.4 29.7 40.6 22.3 2.22 0.88
中学２年生 中 学 生（現在) 5.0 17.0 48.4 29.6 1.97 0.82高 校 生 以 上 6.7 23.6 48.3 21.4 2.15 0.83
表１―④ 子どもの学業成績について
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 6.5 21.7 44.6 27.2 2.07 0.86
幼 児 小 学 生 14.5 39.8 36.6 9.1 2.59 0.84中 学 生 23.9 43.9 25.3 6.9 2.85 0.87
高 校 生 以 上 22.5 43.2 26.9 7.4 2.81 0.87
小 学 生（現在) 15.2 41.2 35.2 8.4 2.62 0.84
小学２年生 中 学 生 32.8 46.2 17.9 3.0 3.09 0.79
高 校 生 以 上 31.7 45.7 20.1 2.4 3.07 0.78
小 学 生（現在) 14.5 41.5 35.1 8.9 2.60 0.83
小学５年生 中 学 生 34.3 44.5 17.6 3.7 3.09 0.81
高 校 生 以 上 31.8 46.3 18.2 3.7 3.06 0.80
中学２年生 中 学 生（現在) 42.2 34.6 18.6 4.6 3.13 0.88高 校 生 以 上 36.9 44.4 15.8 2.8 3.15 0.79
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表１―⑤ 子どもと先生との関係について
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 4.1 16.5 44.9 34.5 1.91 0.82
幼 児 小 学 生 15.0 41.3 34.6 9.0 2.62 0.85中 学 生 18.3 43.4 30.7 7.5 2.73 0.85
高 校 生 以 上 15.1 40.6 36.8 7.5 2.63 0.83
小 学 生（現在) 4.2 23.7 52.1 20.1 2.12 0.77
小学２年生 中 学 生 8.9 42.0 42.0 7.1 2.53 0.76
高 校 生 以 上 8.0 42.0 42.0 8.0 2.50 0.76
小 学 生（現在) 3.9 22.0 52.7 21.4 2.09 0.76
小学５年生 中 学 生 9.7 44.1 37.0 9.2 2.54 0.79
高 校 生 以 上 10.0 41.0 39.8 9.2 2.52 0.80
中学２年生 中 学 生（現在) 7.7 35.5 45.8 11.0 2.40 0.79高 校 生 以 上 6.2 42.1 44.6 7.2 2.47 0.72
表１―⑥ 子どもの生活習慣や生活態度について
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 10.4 39.5 40.3 9.8 2.51 0.81
幼 児 小 学 生 14.5 49.9 30.3 5.3 2.74 0.77中 学 生 19.5 49.0 27.3 4.2 2.84 0.78
高 校 生 以 上 20.5 46.8 28.2 4.6 2.83 0.80
小 学 生（現在) 12.6 44.9 35.9 6.6 2.64 0.79
小学２年生 中 学 生 16.9 56.1 24.2 2.8 2.87 0.71
高 校 生 以 上 17.5 53.7 26.1 2.8 2.86 0.73
小 学 生（現在) 11.8 40.7 37.1 10.4 2.53 0.83
小学５年生 中 学 生 18.7 46.0 29.3 6.0 2.77 0.82
高 校 生 以 上 18.7 47.7 27.9 5.7 2.79 0.81
中学２年生 中 学 生（現在) 17.9 47.4 30.6 4.1 2.80 0.78高 校 生 以 上 18.1 52.7 26.0 3.2 2.86 0.74
表１―⑦ 子どもへのほめ方・しかり方について
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 18.6 46.9 28.9 5.7 2.79 0.81
幼 児 小 学 生 18.7 53.4 25.1 2.8 2.88 0.73中 学 生 28.8 47.8 20.6 2.8 3.03 0.78
高 校 生 以 上 26.5 47.5 22.9 3.2 2.97 0.79
小 学 生（現在) 16.8 49.8 29.7 3.6 2.81 0.76
小学２年生 中 学 生 23.6 52.8 21.5 2.1 2.98 0.74
高 校 生 以 上 23.4 51.7 22.8 2.2 2.96 0.74
小 学 生（現在) 16.3 46.3 31.2 5.9 2.74 0.83
小学５年生 中 学 生 23.5 47.0 25.5 3.7 2.92 0.81
高 校 生 以 上 21.2 48.7 26.1 3.7 2.89 0.80
中学２年生 中 学 生（現在) 11.6 49.2 34.7 4.6 2.67 0.73高 校 生 以 上 12.9 48.1 34.2 4.7 2.69 0.75
表１―⑧ 親子間のコミュニケーションについて
とても気がかり 少し気がかり あまり気がかりでない
まったく気が
かりでない
気がかり得点
平均 SD
幼 児（現在) 8.4 27.2 44.4 20.0 2.24 0.87
幼 児 小 学 生 11.0 35.4 41.0 12.7 2.45 0.85中 学 生 22.3 43.5 27.2 7.1 2.81 0.86
高 校 生 以 上 23.6 42.4 26.9 7.1 2.83 0.87
小 学 生（現在) 7.5 29.0 50.6 12.6 2.37 1.35
小学２年生 中 学 生 15.6 51.2 28.5 4.6 2.78 0.76
高 校 生 以 上 17.8 50.9 26.7 4.6 2.82 0.77
小 学 生（現在) 5.1 32.7 44.2 17.7 2.26 0.83
小学５年生 中 学 生 15.1 42.9 34.3 7.4 2.66 0.84
高 校 生 以 上 17.4 40.9 34.3 7.1 2.69 0.86
中学２年生 中 学 生（現在) 6.5 33.8 46.5 13.2 2.33 0.78高 校 生 以 上 9.9 38.0 41.0 11.1 2.47 0.82
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在も高校生以上も気がかり得点に有意な差はない。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の気
がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を比
較すると、幼児の保護者の方が小学５年生の保護者よ
りも気がかり得点が有意に高い。子どもが中学生や高
校生以上になった時の気がかり得点と現在中学生の保
護者の気がかり得点を比較すると、幼児や小学生の保
護者の方が、現在の中学生の保護者よりも気がかり得
点が有意に高い。
⑧親子間のコミュニケーションについて
幼児の保護者においては、現在、小学生、中学生及
び高校生以上の順に気がかり得点が有意に高い。小学
生の保護者は、現時点、中学生、高校生以上の順に気
がかり得点が有意に高い。中学生の親においては、現
時点よりも高校生以上においての方が有意に高い。
子どもが小学生になった時の現在幼児の保護者の気
がかり得点と現在小学生の保護者の気がかり得点を比
較すると、幼児の保護者の方が小学５年生の保護者よ
りも気がかり得点が有意に高い。子どもが中学生や高
校生以上になった時の気がかり得点と現在中学生の保
護者の気がかり得点を比較すると、幼児や小学生の保
護者の方が、現在の中学生の保護者よりも気がかり得
点が有意に高い。
⑵ 子どもの年齢ごとの保護者の子育てに関して気
がかりなことについての特徴
幼児の保護者にとっては、現時点では全ての項目よ
りも⑦子どものほめ方・しかり方の気がかり得点が最
も高い。子どもが小学生、中学生、高校生以上になっ
た時点でも、⑦の得点が最も高く、次に、①性格及び
②友だちとのかかわりがそれ以外の気がかり得点より
も高い。
小学２年生の保護者においては、現時点は全ての項
目よりも⑦子どものほめ方・しかり方の気がかり得点
が最も高い。中学生時点では、④成績の気がかり得点
が最も高く、③友だちとのかかわり及び⑦子どものほ
め方・しかり方以外の項目よりも有意に高い。高校生
以上の時点でも④成績の気がかり得点が最も高く、⑦
子どものほめ方・しかり方以外の項目よりも有意に高
い。
小学５年生の保護者においては、現時点では⑦子ど
ものほめ方・しかり方の気がかり得点が最も高く、④
成績以外の項目よりも有意に高い。中学生時点では、
④成績の気がかり得点が全ての項目よりも有意に高
く、ついで、⑦子どものほめ方・しかり方の気がかり
得点が高く、④及び①性格の気がかり得点よりも有意
に高い。高校生以上の時点においても、④成績の気が
かり得点が全ての項目の得点よりも有意に高く、逆に、
③学校への不適応についての気がかり得点が全ての項
目の得点よりも有意に低い。
中学生の保護者においては、現時点においても、高
校生以上の時点においても、④成績の気がかり得点が
全ての項目の得点よりも有意に高く、逆に、③学校へ
の不適応についての気がかり得点が全ての項目の得点
よりも有意に低い。
２．家庭教育について
項目ごとに、重要度、実行度、達成度のそれぞれに
おいて、４段階評定を４点～１点として得点化し、そ
れぞれ重要得点、実行得点、達成得点として平均得点
を算出した。各項目の回答の割合及び平均得点は、表
２－①から表２－⑩の通りである。また、算出した平
均得点をもとに、ｔ検定（同一対象者内では、対応の
あるｔ検定）を行った。全ての項目、全ての年齢にお
いて、重要得点、実行得点、達成得点の順に有意に低
くなっている。
以下、ｔ検定の結果をもとに、各項目ごとに保護者
間の家庭教育の意識の差と子どもの年齢ごとの保護者
の家庭教育に関する意識の特徴を見ていく。
⑴ 子どもの年齢による保護者間の家庭教育に関す
る意識の相違
①規則正しい生活習慣を身につけること
重要得点は、保護者間に有意な差はない。実行得点
は、幼児の保護者よりも小学生の保護者の方が有意に
高い。達成得点は、幼児及び小学２年生の保護者の方
が中学生の保護者の得点よりも有意に高い。
②朝食をきちんととること
重要得点も実行得点も、保護者間に有意な差はない。
達成得点において、幼児の保護者は他の保護者の得点
よりも有意に低い。
③整理整頓や片付けの慣習を身につけること
重要得点は、中学生の保護者よりも他の保護者の方
が有意に高い。実行得点では保護者間に差がない。達
成得点では、幼児の保護者は他の保護者の得点よりも
有意に高い。
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④あいさつやお礼などがきちんと言えること
重要得点も実行得点も保護者間に有意な差はない。
達成得点で、幼児と小学２年生の保護者は他の保護者
の得点よりも有意に低い。
⑤物を大切にすること
重要得点も実行得点も保護者間に有意な差はない。
達成得点で、幼児の保護者は他の保護者の得点よりも
有意に低い。
⑥食べ物を粗末にしないこと
重要得点も実行得点も保護者間に有意な差はない。
達成得点で、幼児と小学２年生の保護者は他の保護者
の得点よりも有意に低い。
⑦公共の場でのマナーを身につけること
重要得点には、保護者間に有意な差はない。実行得
点では、幼児の保護者は小学生の保護者よりも有意に
得点が低い。達成得点は、幼児の保護者は他の保護者
の得点よりも有意に低く、小学２年生の保護者は中学
生の保護者の得点よりも有意に低い。
⑧約束やきまりを守ること
重要得点で、幼児の保護者よりも小学２年生の保護
者の方が有意に高い。実行得点では、幼児の保護者が
小学生の保護者よりも有意に低い。達成得点では、幼
児の保護者は小学５年生と中学生の保護者の得点より
も有意に低い。
⑨困っている友だちがいたら助けること
重要得点には、保護者間に有意な差はない。実行得
点では、幼児の保護者が小学生の保護者よりも有意に
低い。達成得点では、幼児の保護者は他の全ての保護
者の得点よりも有意に低い。
⑩友だちがよいことをしたらほめること
重要得点で、小学生の保護者は中学生の保護者より
も有意に高い。実行得点は、小学生の保護者が幼児の
保護者よりも有意に高い。達成得点は、幼児の保護者
は小学５年生と中学生の保護者の得点よりも有意に低
い。
⑵ 子どもの年齢ごとの保護者の家庭教育に関する
意識の特徴
幼児の保護者は、③整理整頓や片付けの慣習を身に
つけることの重要得点が他の全ての項目よりも有意に
高く、逆に、⑨困っている友だちがいたら助けること
の重要得点が全ての項目よりも有意に低い。
小学２年生の保護者では、④あいさつやお礼などが
きちんと言えることの重要得点が最も高く、②朝食を
きちんととること、⑥食べ物を粗末にしないこと、⑧
約束や決まりを守ること以外の項目の重要得点よりも
有意に高い。逆に、⑩友だちがよいことをしたらほめ
ることの重要得点が最も低く、①規則正しい生活習慣
を身につけること以外の項目の重要得点よりも有意に
低い。
小学５年生の保護者と中学生の保護者では、④あい
さつやお礼などがきちんと言えることの重要得点が最
も高く、②朝食をきちんととること、⑧約束や決まり
を守ること以外の項目の重要得点よりも有意に高い。
逆に、⑩友だちがよいことをしたらほめることの重要
得点が、他の全ての項目の重要得点よりも有意に低い。
表２のａ，ｂ，ｃ，ｄは、以下の評定をしめす。
重要 ａ：重要 ｂ：やや重要
ｃ：あまり重要でない ｄ：重要でない
実行 ａ：きちんと伝えている ｂ：大体伝えている
ｃ：あまり伝えていない ｄ：伝えていない
達成 ａ：きちんと身につている
ｂ：大体身についている
ｃ：あまり身についていない
ｄ：身についていない
表２―① 規則正しい生活習慣を身につけること
重要 実行 達成
ａ 77.8 40.2 18.1
ｂ 21.4 54.9 63.1
ｃ 0.8 4.9 17.0
幼 児
ｄ 0.0 0.0 1.8
平均得点 3.77 3.36 2.97
SD 0.47 0.57 0.65
ａ 78.2 49.6 20.4
ｂ 21.2 48.4 63.7
ｃ 0.3 1.8 13.2
小学２年生
ｄ 0.3 0.3 2.7
平均得点 3.77 3.47 3.02
SD 0.45 0.55 0.67
ａ 79.1 49.4 15.4
ｂ 20.3 48.0 63.8
ｃ 0.6 2.5 18.8
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 2.0
平均得点 3.79 3.47 2.93
SD 0.42 0.55 0.65
ａ 71.2 42.0 14.1
ｂ 27.9 52.7 59.7
ｃ 0.9 5.0 23.6
中学２年生
ｄ 0.0 0.2 2.6
平均得点 3.70 3.37 2.85
SD 0.48 0.58 0.68
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表２―② 朝食をきちんととること
重要 実行 達成
ａ 93.9 75.2 57.3
ｂ 5.5 22.0 34.1
ｃ 0.6 2.7 7.9
幼 児
ｄ 0.0 0.2 0.6
平均得点 3.93 3.72 3.48
SD 0.27 0.52 0.67
ａ 96.7 81.8 66.8
ｂ 3.3 16.1 29.9
ｃ 0.0 1.8 3.0
小学２年生
ｄ 0.0 0.3 0.3
平均得点 3.97 3.79 3.63
SD 0.18 0.47 0.56
ａ 96.1 81.5 69.9
ｂ 3.6 16.9 25.8
ｃ 0.3 1.7 3.1
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 1.1
平均得点 3.96 3.80 3.65
SD 0.21 0.44 0.60
ａ 94.8 81.0 70.5
ｂ 4.4 15.6 23.8
ｃ 0.5 3.1 4.0
中学２年生
ｄ 0.2 0.2 1.7
平均得点 3.99 3.77 3.63
SD 0.87 0.50 0.64
表２―③ 整理整頓や片付けの習慣を身につけること
重要 実行 達成
ａ 81.7 46.8 9.3
ｂ 18.0 50.3 46.9
ｃ 0.3 2.7 40.6
幼 児
ｄ 0.0 0.2 3.2
平均得点 3.81 3.44 2.62
SD 0.40 0.56 0.70
ａ 84.2 45.5 5.7
ｂ 15.8 50.6 40.8
ｃ 0.0 3.9 48.6
小学２年生
ｄ 0.0 0.0 4.8
平均得点 3.84 3.41 2.47
SD 0.37 0.59 0.68
ａ 83.3 48.3 5.6
ｂ 16.4 46.6 38.7
ｃ 0.3 5.1 47.6
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 8.1
平均得点 3.83 3.43 2.42
SD 0.39 0.59 0.72
ａ 72.8 42.8 5.2
ｂ 26.7 52.0 36.8
ｃ 0.5 5.0 47.7
中学２年生
ｄ 0.0 0.2 10.2
平均得点 3.73 3.37 2.37
SD 0.46 0.59 0.74
表２―④ あいさつやお礼などがきちんと言えること
重要 実行 達成
ａ 98.2 79.8 22.4
ｂ 1.8 19.8 65.0
ｃ 0.0 0.5 11.6
幼 児
ｄ 0.0 0.0 1.1
平均得点 3.98 3.79 3.09
SD 0.13 0.42 0.61
ａ 99.1 80.3 22.2
ｂ 0.9 18.8 64.4
ｃ 0.0 0.9 13.5
小学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.0
平均得点 3.99 3.79 3.09
SD 0.09 0.42 0.59
ａ 99.2 82.4 34.6
ｂ 0.8 17.4 57.9
ｃ 0.0 0.3 7.3
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 0.3
平均得点 3.99 3.82 3.27
SD 0.09 0.39 0.60
ａ 98.6 77.7 33.6
ｂ 0.9 21.6 59.2
ｃ 0.5 0.7 6.9
中学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.2
平均得点 3.99 3.77 3.26
SD 0.14 0.44 0.59
表２―⑤ 物を大切にすること
重要 実行 達成
ａ 91.4 57.4 10.4
ｂ 8.6 40.0 50.8
ｃ 0.0 2.4 37.3
幼 児
ｄ 0.0 0.2 1.5
平均得点 3.91 3.55 2.70
SD 0.28 0.55 0.67
ａ 94.6 58.7 10.8
ｂ 5.1 38.6 54.8
ｃ 0.3 2.7 32.5
小学２年生
ｄ 0.0 0.0 1.8
平均得点 3.94 3.56 2.75
SD 0.25 0.55 0.67
ａ 90.0 60.5 14.0
ｂ 10.0 38.4 61.1
ｃ 0.0 0.8 23.0
小学５年生
ｄ 0.0 0.3 2.0
平均得点 3.90 3.59 2.87
SD 0.30 0.53 0.66
ａ 91.6 55.3 15.2
ｂ 8.0 40.9 57.2
ｃ 0.5 3.6 26.1
中学２年生
ｄ 0.0 0.2 1.4
平均得点 3.91 3.51 2.86
SD 0.29 0.58 0.67
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表２―⑥ 食べ物を粗末にしないこと
重要 実行 達成
ａ 94.1 63.6 17.4
ｂ 5.9 34.6 56.6
ｃ 0.0 1.8 24.5
幼 児
ｄ 0.0 0.0 1.5
平均得点 3.94 3.62 2.89
SD 0.24 0.52 0.68
ａ 92.8 63.0 20.4
ｂ 6.3 34.9 57.7
ｃ 0.3 1.8 20.4
小学２年生
ｄ 0.3 0.3 1.5
平均得点 3.97 3.60 2.97
SD 0.99 0.54 0.69
ａ 93.3 65.8 30.4
ｂ 6.7 32.2 55.5
ｃ 0.0 2.0 13.0
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 1.1
平均得点 3.94 3.64 3.15
SD 0.25 0.52 0.68
ａ 91.3 59.0 28.0
ｂ 8.2 36.7 57.6
ｃ 0.5 4.0 14.0
中学２年生
ｄ 0.0 0.2 0.5
平均得点 3.91 3.55 3.13
SD 0.30 0.59 0.65
表２―⑦ 公共の場でのマナーを身につけること
重要 実行 達成
ａ 93.2 56.3 12.7
ｂ 6.8 41.1 63.4
ｃ 0.0 2.6 22.9
幼 児
ｄ 0.0 0.0 1.1
平均得点 3.93 3.54 2.87
SD 0.25 0.55 0.62
ａ 94.9 65.4 18.6
ｂ 4.8 33.4 65.9
ｃ 0.3 1.2 15.0
小学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.6
平均得点 3.95 3.64 3.02
SD 0.24 0.50 0.60
ａ 95.0 65.5 25.0
ｂ 4.7 32.2 64.3
ｃ 0.3 2.2 10.1
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 0.6
平均得点 3.95 3.63 3.14
SD 0.24 0.53 0.60
ａ 93.9 60.4 24.2
ｂ 5.6 36.3 66.4
ｃ 0.5 3.3 9.5
中学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.0
平均得点 3.94 3.57 3.15
SD 0.26 0.56 0.56
表２―⑧ 約束やきまりを守ること
重要 実行 達成
ａ 93.4 61.4 14.5
ｂ 6.6 38.0 66.3
ｃ 0.0 0.6 18.3
幼 児
ｄ 0.0 0.0 0.9
平均得点 3.93 3.61 2.94
SD 0.25 0.50 0.60
ａ 97.6 71.0 16.2
ｂ 2.4 28.7 70.7
ｃ 0.0 0.3 12.3
小学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.9
平均得点 3.98 3.71 3.02
SD 0.15 0.46 0.57
ａ 96.1 74.2 26.1
ｂ 3.9 24.6 62.5
ｃ 0.0 1.1 10.9
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 0.6
平均得点 3.96 3.73 3.14
SD 0.19 0.47 0.61
ａ 94.1 69.7 21.3
ｂ 5.6 29.1 67.3
ｃ 0.2 1.2 10.4
中学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.9
平均得点 3.94 3.68 3.09
SD 0.25 0.49 0.59
表２―⑨ 困っている友だちがいたら助けること
重要 実行 達成
ａ 85.6 44.5 18.1
ｂ 14.2 49.5 62.0
ｃ 0.2 5.8 18.8
幼 児
ｄ 0.0 0.2 1.1
平均得点 3.86 3.39 2.97
SD 0.36 0.60 0.64
ａ 86.8 56.6 22.1
ｂ 13.2 39.5 68.3
ｃ 0.0 3.9 9.1
小学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.6
平均得点 3.87 3.53 3.12
SD 0.34 0.57 0.57
ａ 85.4 58.8 26.9
ｂ 14.6 37.5 64.8
ｃ 0.0 3.7 8.3
小学５年生
ｄ 0.0 0.0 0.0
平均得点 3.85 3.55 3.19
SD 0.53 0.57 0.57
ａ 82.4 50.1 24.0
ｂ 16.7 44.7 64.9
ｃ 0.9 5.2 10.4
中学２年生
ｄ 0.0 0.0 0.7
平均得点 3.81 3.45 3.12
SD 0.42 0.59 0.60
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考 察
まず、本研究の第１の目的である、子育てに関して
気がかりなことが、子どもの成長に伴って変化するか
否か。変化するとすれば、どのような変化があるのか
について考察する。子どもや子育てについて気がかり
なことについて、子どもの成長に伴う変化をみていく
と、どの年齢の子どもの保護者も、ほとんど全ての項
目で現時点よりも子どもの将来においての方がより気
がかりの程度が増している。特に、幼児の保護者にお
いては、その傾向がより強く、子どもが中学生になっ
た時のことが最も気がかりになっていると考えられ
る。また、当該年齢の現在の保護者の気がかりな程度
と子どもが小学生、中学生になった時の保護者の気が
かりな程度を比べると、子どもの学業成績について以
外は、どの事柄も子どもの将来を仮定した場合のほう
が、気がかりな程度が高い。さらに、高校生以上になっ
た時については、子どもの生活習慣や生活態度につい
は保護者間で差はないが、子どもの学業成績を除くそ
れ以外の事柄では、低年齢の子どもの保護者の方が気
がかりな程度が高くなっている。子どもの学業成績に
ついては、他の事柄と同様に、どの年齢の子どもの保
護者も現時点よりも将来の方が気がかりな程度は増し
ているが、他の項目と異なり、小学生時点では幼児の
保護者と実際の当該年齢の保護者に差がなく、中学生
時点になると小学生や中学生の保護者の方が気がかり
な程度が高くなっている。これらの結果は、保護者が
現時点よりも子どもの将来の方をより気にしているこ
との現れであり、また、子どもが低年齢ほど子どもの
将来が見えにくく、その気がかりさが増しているので
あろうと考えられる。さらに、実際の当該年齢の保護
者よりも将来を仮定して考える保護者の気がかりの程
度の方が高いことも、より子どもの将来を気にしてい
る様子が推察される。しかし、子どもの学業成績に関
しては、保護者の気がかりの程度の傾向が逆であり、
これは、子どもの学業成績が小学生以降の保護者に
とって非常に気がかりな点となっているからであろう
と考えられる。
次に、第２の目的である子育てに関して気がかりな
ことが、幼児・小学生・中学生の保護者間で違いがあ
るか。あるとすれば、どのような違いがあるのかにつ
いて考察する。幼児の保護者にとって、最も気がかり
な事は現時点でもそれ以降のどの時点でも子どものほ
め方・しかり方であり、子どもへの直接的な教育の仕
方について最も気がかりとなっていると考えられる。
小学２年生の保護者においても、現時点で子どものほ
め方・しかり方が最も気がかりなこととなっている。
しかし、中学生時点になると、友だちとのかかわりや
子どものほめ方・しかり方も気になりながらも、学業
成績についてが最も気がかりなこととなっていく。さ
らに、高校生以上の時点になると、依然として子ども
のほめ方・しかり方は気になりながらも、学業成績が
より気がかりになっていくと考えられる。小学５年生
の保護者においても、現時点では子どものほめ方・し
かり方が最も気がかりなことではあるが、中学生以降
になると学業成績が最も気がかりなこととなってい
く。そして、中学生の保護者になると、現時点におい
ても、高校生以上の時点においても、子どもの学業成
績が最も気がかりなこととなっている。以上のように、
子どもが小学生までは、実際の子どもへの教育の仕方
についてが最も気がかりとなっているが、それ以降に
なると、子どもの学業成績が最も気がかりなことに変
化していくと考えられる。一方、小学５年生と中学生
の保護者では、学校への不適応についてが他の事柄よ
表２―⑩ 友だちがよいことをしたらほめること
重要 実行 達成
ａ 63.1 24.8 9.8
ｂ 34.1 46.6 51.5
ｃ 2.8 27.1 36.7
幼 児
ｄ 0.0 1.5 2.0
平均得点 3.61 2.95 2.69
SD 0.54 0.76 0.67
ａ 69.1 33.0 10.9
ｂ 30.0 46.5 60.1
ｃ 0.6 19.2 27.5
小学２年生
ｄ 0.3 1.2 1.5
平均得点 3.68 3.12 2.80
SD 0.50 0.75 0.64
ａ 70.0 33.5 15.4
ｂ 26.9 48.6 63.0
ｃ 3.1 17.3 21.1
小学５年生
ｄ 0.0 0.6 0.6
平均得点 3.67 3.15 2.93
SD 0.53 0.71 0.62
ａ 61.1 27.6 13.3
ｂ 33.8 50.6 58.8
ｃ 4.7 19.2 26.0
中学２年生
ｄ 0.5 2.6 1.9
平均得点 3.55 3.04 2.84
SD 0.61 0.76 0.67
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りも最も気がかりな程度が低く、学校への不適応がみ
られ始める子どもの年齢と逆方向になっているのでは
ないかと考えられる。これは、本調査の対象者の子ど
もたちが学校に適応していると保護者が考えているこ
との現われかもしれないが、この点に関しては、学業
成績重視とも関連づけながら、今後のさらなる検討が
必要であろう。
最後に、第３の目的である家庭教育に関する意識が
幼児・小学生・中学生の保護者間で違いがあるか。あ
るとすれば、どのような違いがあるかについて考察し
ていく。本調査で取り上げた家庭教育の項目について、
いずれの項目もほとんどの保護者が重要であると考
え、やや割合は低くなるが、それを子どもたちに伝え
ていると考えられる。いずれも重要であると考えてい
るが、あえて項目ごとにみていくと、約束やきまりを
守ることについては、幼児の保護者は、重要性も実行
も他の保護者に比べて低く、さらに、公共の場でのマ
ナーを身につけるということに関しても、実行につい
ては他の保護者よりも低くなっている。これは、幼児
に対しては、まだこれらのことを求めるのは早すぎる
という考えの現われではないとか考えられる。子ども
の年齢ごとに保護者の家庭教育についての意識を見て
いくと、幼児の保護者は、整理整頓や片付けの習慣を
身につけることを最も重要であると考えているが、小
学生以降の保護者ではあいさつやお礼などがきちんと
言えることを最も重要であると考えるようになってい
る。逆に、重要性が最も低く評価された項目が、幼児
の保護者では困っている友だちがいたら助けることで
あり、小学生以降の保護者では友だちがよいことをし
たらほめることであり、いずれも、友だち関係に関す
る事柄となっている。子どもたちの発達にとって友だ
ち関係の形成は非常に重要な要素であると考えられる
が、保護者にとっては他の事柄よりも重要性の認識が
低い。この点は実際の子どもの仲間関係の形成と保護
者の意識との関連を明らかにしていくなど、今後の検
討が必要であろう。
本研究では、幼児・小学生・中学生の保護者を対象
に、子どもの現時点だけでなく、子どもの将来を想定
した際の子育て意識について調査した。本調査により、
保護者にとって現時点よりも将来における時点の方
が、しかも、子どもが低年齢においての方が、子育て
について気にかかる程度が高いことが明らかとなり、
将来的展望のもとでの子育て支援の必要性が確認され
たのではないかと考えられる。また、子どもの年齢に
よって保護者の子育てや家庭教育についての意識に相
違が見られ、この点に関しても今後の子育て支援を考
えて行く際に考慮していく必要があろう。
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